
　

二
〇
一
二
年
五
月
三
〇
日
タ
イ
の
サ

ム
ッ
ト
サ
コ
ー
ン
県
マ
ハ
ー
チ
ャ
イ
の

路
上
は
、
歓
喜
す
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
労

働
者
の
群
れ
に
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。
そ

の
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
た
の
は
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
最
大
野
党
国
民
民
主
連
盟
党
首

で
あ
り
先
の
四
月
の
補
欠
選
挙
で
国
会

議
員
と
な
っ
た
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー

氏
。
一
九
八
八
年
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
ビ

ル
マ
に
帰
国
以
来
、
ビ
ル
マ
の
民
主
化

に
身
を
捧
げ
、
再
帰
国
を
軍
事
政
権
か

ら
阻
止
さ
れ
ぬ
よ
う
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
国

内
に
留
ま
り
続
け
て
い
た
彼
女
の
二
四

年
ぶ
り（
う
ち
一
五
年
間
は
自
宅
軟
禁
）

の
最
初
の
訪
問
国
が
タ
イ
で
あ
っ
た
。

数
千
人
も
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
労
働
者
に

迎
え
ら
れ
た
彼
女
は
、「
ま
る
で
ビ
ル

マ
に
戻
っ
た
よ
う
だ
。」
と
満
面
の
笑

顔
で
手
を
振
っ
て
応
え
た
。

│
ア
ウ

ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
の
マ
ハ
ー
チ
ャ
イ
訪

問
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。本
稿
で
は
、

矢
継
ぎ
早
の
政
治
経
済
改
革
で
注
目
を

集
め
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の
移
民
労
働

者
問
題
に
つ
い
て
論
じ
る
。

●
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
、

　

マ
ハ
ー
チ
ャ
イ
に
現
る

　

サ
ム
ッ
ト
サ
コ
ー
ン
県
マ
ハ
ー
チ
ャ

イ
は
、
バ
ン
コ
ク
か
ら
南
西
に
約
三
〇

キ
ロ
、
シ
ャ
ム
湾
ま
で
二
キ
ロ
と
い
う

タ
ー
チ
ン
河
口
に
位
置
す
る
漁

業
お
よ
び
水
産
加
工
工
場
の
集

積
地
で
あ
る
。そ
の
労
働
を
ミ
ャ

ン
マ
ー
人
が
担
っ
て
い
る
。
現

在
タ
イ
に
公
式
に
は
約
一
五
〇

万
人
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
移
民
労

働
者
が
い
る
が
、
同
県
は
タ
イ

人
口
に
対
す
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
人

労
働
者
比
率
が
最
も
高
い
。
タ

イ
人
口
約
四
八
万
人
に
対
し
、

約
一
五
万
人
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
人

移
民
労
働
者
が
登
録
さ
れ
て
お

り
、
実
際
は
そ
の
二
倍
の
人
数

が
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
口
の
多
さ
か

ら
、
タ
イ
の
入
国
管
理
関
係
者

は
、ミ
ャ
ン
マ
ー
の
首
都
と
揶
揄
す
る
。

　

ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
氏
は
、
マ

ハ
ー
チ
ャ
イ
の
雑
居
ビ
ル
に
あ
る
移
民

労
働
者
支
援
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
事
務
所
で
、
三

〇
人
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
移
民
労
働
者
と

対
面
し
、
彼
／
彼
女
ら
が
直
面
し
て
い

る
問
題
に
耳
を
傾
け
た
。
そ
れ
は
、
劣

悪
な
労
働
条
件
や
労
働
環
境
、
労
働
災

害
補
償
の
不
備
、
国
籍
証
明
手
続
に
お

け
る
搾
取
、
人
身
取
引
、
強
姦
や
強
盗

の
被
害
、
そ
し
て
移
民
労
働
者
の
子
ど

も
の
教
育
へ
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
、
タ
イ

に
お
い
て
脆
弱
な
立
場
ゆ
え
に
虐
げ
ら

れ
て
い
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
移
民
労
働
者

た
ち
の
切
実
な
声
で
あ
っ
た
。

　

同
ビ
ル
三
階
の
バ
ル
コ
ニ
ー
か
ら
群

衆
に
向
か
っ
て
、
マ
イ
ク
を
握
っ
た
ア

ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
氏
は
、
労
働
者
が

自
分
た
ち
の
権
利
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

の
重
要
性
を
説
き
、
互
い
の
協
力
と
知

識
と
情
報
の
交
換
を
求
め
た
。「
歴
史

は
常
に
変
わ
る
。
今
日
私
は
ひ
と
つ
の

約
束
を
す
る
。
私
は
あ
な
た
が
た
の
た

め
に
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
す
る
。」

│
二
四
年
ぶ
り
に
国
外
で
発
せ
ら
れ

た
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
氏
の
最
初
の

演
説
は
、
母
国
で
糊
口
を
し
の
げ
ず
、

タ
イ
に
来
て
過
酷
な
労
働
に
明
け
暮
れ

る
同
胞
労
働
者
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
タ
イ
に
来
て
数
年
、
長
い
者

ミャンマー人労働者と話をするアウンサンスーチー氏（Andy Hall氏提供）

アウンサンスーチーを一目見ようと群がるミャンマー人労働者たち（Andy Hall氏提供）
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で
二
〇
年
を
超
え
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
移

民
労
働
者
に
と
っ
て
、
ア
ウ
ン
サ
ン

ス
ー
チ
ー
氏
が
、
自
分
た
ち
の
働
く
こ

の
町
に
足
を
運
び
語
り
か
け
て
く
れ
た

こ
と
は
、
長
い
間
絶
望
に
あ
っ
た
心
に

灯
っ
た
希
望
の
光
と
な
っ
た
。「
自
分

た
ち
は
忘
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。」

● 

タ
イ
に
お
け
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
人

労
働
者
の
存
在

　

現
在
タ
イ
に
は
公
式
で
約
一
五
〇
万

人
、
実
際
に
は
そ
の
二
倍
と
も
い
わ
れ

る
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
移
民
労
働
者
が
い

る
。
な
ぜ
か
く
も
多
く
の
ミ
ャ
ン
マ
ー

人
が
い
る
の
か
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
タ

イ
へ
の
越
境
と
い
う
現
象
は
、
ま
さ
に

軍
事
政
権
に
翻
弄
さ
れ
て
き
た
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
人
々
の
来
し
か
た
で
あ
る
。

　

推
計
約
五
五
〇
〇
万
人
を
超
え
る
人

口
を
抱
え
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
い
て

は
、
一
五
歳
か
ら
五
九
歳
ま
で
の
生
産

年
齢
人
口
が
多
く
、
か
つ
増
加
し
て
い

る
と
推
定
さ
れ
る
。
豊
富
な
労
働
人
口

を
吸
収
で
き
る
産
業
が
国
内
で
発
展
し

て
こ
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
軍
政
に

よ
る
圧
政
が
、
一
九
八
八
年
以
降
の
移

民
の
継
続
的
流
出
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
の
不
振
は
、
政

府
に
よ
る
物
価
統
制
や
農
作
物
の
買
い

取
り
、
二
重
為
替
レ
ー
ト
な
ど
経
済
や

財
務
の
不
健
全
な
運
営
に
よ
る
。
農
業

従
事
者
の
実
質
収
入
は
下
落
し
、
国
内

の
雇
用
機
会
は
少
な
く
、
た
と
え
あ
っ

て
も
十
分
な
収
入
を
得
ら
れ
な
い
た

め
、
人
々
は
国
外
の
就
労
機
会
を
求
め

て
越
境
し
た
。
政
治
的
不
安
定
も
人
口

流
出
の
要
因
で
あ
り
、
政
府
軍
と
反
政

府
軍
と
の
抗
争
、
ま
た
少
数
民
族
に
対

す
る
重
課
税
、
強
制
使
役
や
強
制
移
住

が
、
人
々
の
越
境
に
拍
車
を
か
け
て
き

た
。
今
日
、
人
口
の
約
一
割
に
相
当
す

る
人
々
が
国
外
に
流
出
し
て
い
る
と
の

見
方
も
あ
る
。
そ
の
最
も
多
い
越
境
先

が
東
の
隣
国
タ
イ
で
あ
る
。

　

一
方
タ
イ
の
経
済
成
長
は
著
し
く
、

一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
、
中
等
お
よ

び
高
等
教
育
の
普
及
に
よ
っ
て
タ
イ
人

の
労
働
集
約
産
業
へ
の
就
労
が
減
り
、

非
熟
練
労
働
者
の
不
足
を
招
い
た
。
労

働
者
不
足
に
悩
む
産
業
界
か
ら
の
要
請

を
受
け
、
タ
イ
政
府
は
一
九
九
二
年
に

隣
国
か
ら
の
非
熟
練
外
国
人
労
働
者
の

雇
用
を
認
可
し
た
。
農
業
、
漁
業
、
水

産
加
工
業
、
製
造
業
、
建
設
業
そ
し
て

家
内
労
働
に
お
い
て
、
移
民
労
働
者
に

対
す
る
需
要
が
高
い
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
国

内
の
人
口
増
と
就
労
を
求
め
る
動
き

が
、
タ
イ
政
府
の
外
国
人
労
働
者
雇
用

解
禁
政
策
と
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
タ
イ
へ
の
移
民
が
増

加
し
た
。
タ
イ
政
府
が
許
可
し
て
い
る

隣
国
三
カ
国
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ
オ
ス
お

よ
び
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
の
労
働
者
の
う

ち
、
お
よ
そ
八
割
を
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
が

占
め
る
。

　

雇
用
サ
イ
ド
が
努
力
を
し
な
く
て

も
、
一
方
的
に
流
入
し
て
く
る
多
数
の

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
労
働
者
の
存
在
ゆ
え

に
、
雇
用
主
は
労
働
者
に
対
し
て
、
最

低
賃
金
や
労
働
基
準
を
下
回
る
劣
悪
な

処
遇
が
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
移
民

労
働
者
に
対
し
て
、
入
国
管
理
法
上
は

非
合
法
な
ま
ま
労
働
許
可
を
付
与
す
る

と
い
う
タ
イ
の
政
策
は
、
移
民
労
働
者

の
法
的
地
位
を
長
い
間
不
安
定
な
状
態

に
放
置
し
て
き
た
。

● 

脆
弱
な
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
移
民
労

働
者
を
悩
ま
す
国
籍
証
明
手
続

　

タ
イ
政
府
は
二
〇
〇
三
年
、
そ
れ
ま

で
隣
国
三
カ
国
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ
オ
ス

お
よ
び
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
の
移
民
労
働

者
に
、
各
々
の
出
身
国
の
身
分
証
明
を

問
わ
ず
に
労
働
許
可
を
付
与
し
て
い
た

政
策
を
改
め
た
。
新
た
に
導
入
さ
れ
た

「
国
籍
証
明
手
続
」は
、
す
で
に
タ
イ
に

い
て
労
働
許
可
を
得
て
い
る
移
民
労
働

者
に
対
し
て
、
出
身
国
政
府
か
ら
旅
券

（
も
し
く
は
そ
れ
に
代
わ
る
身
分
証
明

証
）の
発
給
を
受
け
、入
国
管
理
法
上
合

法
に
タ
イ
に
入
国
・
滞
在
・
就
労
す
る
手

続
き
を
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
あ

る
。
移
民
労
働
者
を「
合
法
化
」す
る
手

続
き
で
あ
る
は
ず
の「
国
籍
証
明
手
続
」

が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
移
民
労
働
者
に
対

す
る
搾
取
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
は

ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
国
籍
証
明
手
続
」
を
移
民
労
働
者

に
求
め
る
と
い
う
タ
イ
政
府
の
政
策
を

受
け
て
、
ラ
オ
ス
お
よ
び
カ
ン
ボ
ジ
ア

政
府
は
自
国
の
係
官
を
タ
イ
国
内
に
派

遣
し
、
自
国
民
が
帰
国
し
な
く
て
も
同

手
続
き
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
き
た
。

し
か
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
は
、
タ
イ

と
の
国
境
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
タ
チ
レ

ク
、
ミ
ャ
ワ
デ
ィ
、
コ
ー
タ
ウ
ン
の
三

カ
所
の
い
ず
れ
か
に
戻
る
こ
と
を
自
国

民
に
強
い
た
。

　

複
雑
な
「
国
籍
証
明
手
続
」
の
流
れ

を
概
略
す
る
と
、
ま
ず
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

人
移
民
労
働
者
は
、
国
籍
証
明
申
請
書

を
雇
用
主
経
由
で
タ
イ
労
働
省
に
提
出

す
る
。次
に
、そ
の
申
請
書
が
外
交
ル
ー

ト
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
に
送
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
は
、
申
請

事
項
に
つ
い
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
で
照

会
を
と
り
、
国
籍
を
確
認
で
き
た
者
の

名
前
を
外
交
ル
ー
ト
で
タ
イ
政
府
に
伝

え
る
。
そ
し
て
、
タ
イ
労
働
省
か
ら
雇

用
主
経
由
で
よ
う
や
く
通
知
を
受
け
た

労
働
者
は
、
旅
券
を
発
行
し
て
も
ら
う

た
め
、
指
定
さ
れ
た
国
境
ポ
イ
ン
ト
に

赴
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

国
籍
証
明
手
続
に
つ
い
て
は
、
二
〇
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〇
四
年
に
タ
イ
の
タ
ク
シ
ン
政
権
時
に

両
国
間
の
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
が
、
そ

の
合
意
形
成
は
難
航
し
、
実
際
に
手
続

き
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
の
は
二
〇

〇
九
年
七
月
で
あ
っ
た
。
一
〇
〇
万
人

以
上
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
労
働
者
が
、
当

時
定
め
ら
れ
た
二
〇
一
〇
年
二
月
末
の

期
限
ま
で
に
、
国
境
へ
戻
っ
て
手
続
を

す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
。
国
境
ポ
イ

ン
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る
南
タ
イ
の
ラ

ノ
ー
ン
か
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー
領
コ
ー
タ
ウ

ン
へ
は
海
上
移
動
ゆ
え
に
事
故
が
多
発

し
た
こ
と
を
う
け
、
二
〇
一
〇
年
五
月

に
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
係
官
が
ラ
ノ
ー

ン
に
駐
在
す
る
こ
と
に
な
り
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
側
へ
越
境
し
な
く
て
も
手
続
き
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。し
か
し
、メ
ー

ソ
ッ
ト
／
ミ
ャ
ワ
デ
ィ
国
境
は
、
一
時

期
封
鎖
さ
れ
て
お
り
、
ほ
か
の
二
カ
所

に
行
く
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の
国
籍
証
明
手
続
が

進
ま
な
い
理
由
は
、
時
間
、
コ
ス
ト
そ

し
て
前
記
し
た
よ
う
な
手
続
き
の
複
雑

さ
、
不
透
明
さ
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に

ブ
ロ
ー
カ
ー
が
暗
躍
し
、
さ
ら
に
手
続

き
が
歪
曲
化
さ
れ
、
労
働
者
が
搾
取
さ

れ
る
事
態
を
招
い
て
い
る
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
政
府
発
行
の
三
年
有
効
の
パ
ス

ポ
ー
ト
は
三
〇
〇
〇
チ
ャ
ッ
ト
（
約
一

〇
〇
バ
ー
ツ
）、
タ
イ
政
府
発
行
の
二

年
有
効
の
ビ
ザ
は
五
〇
〇
バ
ー
ツ
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
手
数
料
と
い
う

名
目
で
一
万
バ
ー
ツ
と
い
う
不
当
な
金

額
が
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
搾
取
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
債
務
と
い
う
形
で
労

働
者
の
肩
に
の
し
か
か
る
。

　

タ
イ
政
府
は
、
期
限
ま
で
に
手
続
を

完
了
で
き
な
い
者
は
強
制
退
去
さ
せ
る

と
威
嚇
し
つ
つ
（
期
限
直
前
に
は
大
規

模
な
不
法
労
働
者
の
強
制
退
去
が
実
際

に
行
わ
れ
て
い
る
）、
あ
ま
り
に
ミ
ャ

ン
マ
ー
人
の
国
籍
証
明
手
続
が
進
ま
な

い
の
で
、
手
続
完
了
期
限
を
、
当
初
定

め
た
二
〇
一
〇
年
二
月
末
か
ら
二
〇
一

二
年
二
月
末
に
延
期
し
、
さ
ら
に
同
年

六
月
一
四
日
に
再
び
延
期
し
た
。
よ
う

や
く
今
年
四
月
に
は
、
国
境
ポ
イ
ン
ト

の
三
カ
所
に
加
え
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
労

働
者
が
多
く
就
労
す
る
バ
ン
コ
ク
、
サ

ム
ッ
ト
プ
ラ
カ
ー
ン
、
サ
ム
ッ
ト
サ

コ
ー
ン
、
チ
ェ
ン
マ
イ
お
よ
び
ス
ラ
ー

タ
ー
ニ
ー
の
五
カ
所
に
、
国
籍
証
明
手

続
の
た
め
の
事
務
所
が
設
置
さ
れ
た
。

　

そ
れ
で
も
、
お
よ
そ
五
六
万
五
〇
〇

〇
人
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
移
民
労
働
者
の

国
籍
証
明
手
続
が
い
ま
だ
完
了
し
て
お

ら
ず
、
タ
イ
政
府
は
、
こ
の
六
月
の
期

限
を
目
前
に
、
さ
ら
に
は
一
二
月
一
四

日
に
期
限
を
延
期
す
る
こ
と
を
閣
議
決

定
し
た
。
労
働
許
可
や
国
籍
証
明
手
続

に
関
し
て
ア
ド
ホ
ッ
ク
に
な
さ
れ
る
タ

イ
政
府
の
決
定
に
、
そ
の
情
報
へ
の
ア

ク
セ
ス
も
十
分
に
で
き
な
い
移
民
労
働

者
た
ち
は
翻
弄
さ
れ
て
き
た
。

● 

移
民
労
働
者
問
題
と
人
身
取
引

問
題
の
関
係

　

タ
イ
政
府
に
よ
る
移
民
労
働
者
に
対

す
る
作
為
・
不
作
為
の
政
策
は
、
二
〇

一
一
年
八
月
に
タ
イ
を
視
察
し
た
国
連

人
身
取
引
に
関
す
る
特
別
報
告
者
ジ
ョ

イ
・
ヌ
ゴ
ジ
・
エ
ゼ
イ
ロ
氏
に
よ
る
報

告
書
に
お
い
て
も
厳
し
く
問
題
視
さ
れ

て
い
る
。

　

移
民
労
働
者
と
人
身
取
引
問
題
の
背

景
に
は
、
就
労
を
求
め
る
人
口
移
動
、

移
民
労
働
者
に
対
す
る
需
要
、
労
働
搾

取
で
あ
る
強
制
労
働
、
そ
し
て
こ
れ
ら

を
助
長
す
る
制
度
や
仕
組
み
が
あ
る
。

移
民
労
働
者
に
と
っ
て
は
ブ
ロ
ー
カ
ー

を
利
用
し
た
移
住
の
一
形
態
の
つ
も
り

が
、
略
取
や
搾
取
さ
れ
人
身
取
引
の
被

害
者
に
陥
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
移
民
労

働
者
は
、
そ
の
脆
弱
な
法
的
地
位
ゆ
え

に
労
働
搾
取
が
助
長
さ
れ
、
労
働
者
が

人
身
取
引
被
害
者
に
陥
る
事
例
が
頻
発

し
て
い
る
。
と
く
に
漁
業
に
お
い
て
は

海
上
で
の
労
働
ゆ
え
の
深
刻
な
人
身
取

引
事
件
が
発
生
し
て
い
る
。
移
民
労
働

者
が
集
中
す
る
産
業
は
、
劣
悪
な
労
働

環
境
に
あ
り
、
ま
た
労
働
基
準
法
が
適

用
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
る
。
長
時
間
労

働
、
移
動
の
制
限
、
賃
金
の
不
払
い
、

労
働
許
可
証
を
と
り
あ
げ
る
、
身
体
的

も
し
く
は
心
理
的
強
制
な
ど
、
強
制
労

働
に
相
当
す
る
事
例
が
あ
る
。
タ
イ
に

ラオス

タイ

カンボジア

ネーピードー

　タチレク

　メーサイ

　チェンマイ
　メーソット

　ミャワディ

バンコク
マハーチャイ

　カーンチャナブリー

　ラノーン
シャム湾

　スラーターニー

　ソンクラー

　コータウン

ヤンゴン

アンダマン海　

ミャンマー

タイとミャンマーの国境ポイントおよび主要都市
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お
け
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
移
民
労
働
者
問

題
は
、
人
身
取
引
問
題
と
密
接
に
関
係

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

● 
看
過
さ
れ
て
き
た
ミ
ャ
ン
マ
ー

人
移
民
労
働
者
た
ち
の
問
題

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
移
民
労
働
者
が
、
国

内
外
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
支
援
を
受
け
て
、
タ

イ
の
労
働
裁
判
所
で
未
払
い
賃
金
請
求

訴
訟
で
勝
訴
す
る
例
は
散
見
さ
れ
る

が
、
膨
大
な
数
の
労
働
基
準
法
違
反
が

看
過
さ
れ
、
最
悪
の
場
合
は
、
既
述
し

た
と
お
り
人
身
取
引
に
さ
え
相
当
す
る

労
働
搾
取
の
実
態
が
放
置
さ
れ
て
き

た
。
次
々
に
流
入
す
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
人

労
働
者
が
い
る
た
め
、
タ
イ
の
雇
用
主

は
不
満
分
子
を
他
に
代
替
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
か
た
や
限
ら

れ
た
期
間
で
で
き
る
だ
け
の
収
入
を
得

よ
う
と
す
る
労
働
者
は
、
労
働
者
と
し

て
の
権
利
を
知
る
こ
と
も
な
く
、
昼
夜

の
労
働
に
明
け
暮
れ
る
。タ
イ
政
府
は
、

国
家
の
安
全
保
障
上
彼
ら
を
危
険
分
子

と
み
な
し
、
入
国
を
阻
止
し
不
法
労
働

者
を
取
り
締
ま
る
一
方
、
タ
イ
の
労
働

集
約
産
業
は
大
量
の
廉
価
の
移
民
労
働

者
に
よ
っ
て
潤
っ
て
き
た
。
タ
イ
政
府

は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の
人
口
流
出
の

根
本
要
因
で
あ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
事
政

権
の
体
制
に
は
干
渉
し
て
こ
な
か
っ

た
。
翻
っ
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
に
と
っ

て
は
、
タ
イ
は
天
然
ガ
ス
な
ど
の
資
源

輸
出
先
と
し
て
有
力
な
経
済
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
は
タ

イ
に
お
け
る
自
国
民
労
働
者
の
待
遇
改

善
の
要
求
は
し
て
こ
な
か
っ
た
。
ミ
ャ

ン
マ
ー
政
府
に
と
っ
て
、
彼
ら
は
ミ
ャ

ン
マ
ー
出
入
国
法
を
犯
し
た
不
法
出
国

者
に
す
ぎ
な
い
。
両
国
の
政
治
経
済
関

係
が
最
も
歪
ん
だ
形
で
影
響
し
て
き
た

の
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
タ
イ
へ
の
移

民
労
働
者
問
題
と
い
え
よ
う
。

　

そ
の
移
民
労
働
者
を
め
ぐ
る
ミ
ャ
ン

マ
ー
と
タ
イ
の
関
係
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

に
お
け
る
民
主
化
と
経
済
改
革
の
進
展

を
受
け
て
、
今
、
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

● 

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
移
民
労
働
者
を

め
ぐ
る
タ
イ
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
政

府
の
動
き

　
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
に
お
け
る
工
業
発

展
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
な
か
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
の
現
在
の
関
心
事
は
、

移
民
労
働
者
の
労
働
基
準
に
則
っ
た
権

利
が
守
ら
れ
る
よ
う
に
確
保
す
る
こ
と

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
移
民
労
働
者

か
ら
の
送
金
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
経
済

発
展
に
大
き
な
貢
献
を
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。」

│
二
〇
一
二
年
四
月
に

タ
イ
を
訪
れ
た
ミ
ン
テ
イ
ン
労
働
副
大

臣
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
の
自
国
民
労
働

者
に
対
す
る
積
極
的
関
与
を
明
ら
か
に

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
二
〇
年
以
上
に
わ
た
り
、

ネ
グ
レ
ク
ト
さ
れ
て
き
た
在
外
ミ
ャ
ン

マ
ー
人
労
働
者
は
、
二
〇
一
一
年
三
月

の
体
制
変
換
以
降
急
激
に
経
済
改
革
を

進
め
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
か
ら
、
海
外

送
金
源
と
し
て
着
目
さ
れ
る
に
至
っ
て

い
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
は
、
タ
イ
に

お
け
る
国
籍
証
明
手
続
を
よ
り
円
滑
に

進
め
る
べ
く
、
派
遣
す
る
係
官
を
増
員

し
、
ま
た
在
タ
イ
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
大
使

館
に
こ
れ
ま
で
い
な
か
っ
た
労
働
ア

タ
ッ
シ
ェ
を
配
置
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ミ
ン
テ
イ
ン
労
働
副
大
臣
の
今
回

の
タ
イ
訪
問
も
、

先
に
南
タ
イ
の
ソ

ン
ク
ラ
ー
お
よ
び

中
部
タ
イ
の
カ
ー

ン
チ
ャ
ナ
ブ
リ
ー

で
発
生
し
た
、
雇

用
主
に
よ
る
賃
金

の
不
払
い
や
パ
ス

ポ
ー
ト
の
没
収
に

抗
議
し
た
ミ
ャ
ン

マ
ー
人
労
働
者
の

ス
ト
ラ
イ
キ
の
真

相
究
明
と
解
決
に

あ
た
る
た
め
で
も

あ
っ
た
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
人
移
民
労
働

者
が
不
当
な
扱
い

を
受
け
て
い
る
事
態
に
つ
い
て
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
政
府
が
積
極
的
に
関
心
を
よ
せ

た
の
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
こ
と
で
あ
っ

た
。

　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
氏
は
マ
ハ
ー

チ
ャ
イ
を
訪
れ
た
翌
日
、
タ
イ
の
チ
ャ

ル
ー
ム
・
ユ
ー
ン
バ
ム
ル
ン
副
首
相
と

会
談
し
た
際
、「
タ
イ
政
府
は
ビ
ル
マ

人
労
働
者
が
タ
イ
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る

よ
う
に
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
さ
も

な
い
と
、
ビ
ル
マ
の
状
況
が
よ
く
な
り

次
第
、
彼
／
彼
女
ら
を
み
ん
な
連
れ
て

帰
り
ま
す
よ
。」
と
発
言
し
た
と
伝
え

登録者数＊

（2011年8月現在）
労働許可・国籍証明完了者数＊＊

（2012年3月現在）

ミャンマー 1,486,919 500,263
ラオス 167,442 45,766
カンボジア 304,297 67,238
合計 1,958,658 613,267

（注） 　＊国籍証明や労働許可取得に先だつ登録ベースの人数（過去最多の人数が公式に把握された）。
　　 ＊＊国籍証明を完了しかつ有効な労働許可を持つ者。
（出所）タイ労働省雇用局資料より作成。

カンボジア
304,297

ラオス
167,442

ミャンマー
1,486,919

カンボジア
67,238

ラオス
45,766

ミャンマー
500,263

図1　タイにおける隣国3カ国からの労働者数

39

アウンサンスーチーのマハーチャイ訪問が意味すること ― ミャンマーの発展と移民労働者問題 ―

アジ研ワールド・トレンド No.203 （2012. 8）



ら
れ
る
。

　

タ
イ
は
、
二
〇
一
一
年
の
洪
水
被
害

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
一
二
年
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
成
長
率
見
通
し
は
六
％
前
後
と
予

想
さ
れ
て
お
り
、
失
業
率
は
一
％
を
切

る
と
い
う
過
去
最
低
を
記
録
し
て
お

り
、
労
働
力
需
要
は
依
然
高
い
。
二
〇

一
〇
年
秋
に
、労
働
力
不
足
を
理
由
に
、

投
資
優
遇
を
受
け
て
い
る
Ｂ
Ｏ
Ｉ
対
象

企
業
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
許
可
し
て
い

な
か
っ
た
隣
国
三
カ
国
か
ら
の
非
熟
練

労
働
者
の
雇
用
を
暫
定
的
に
許
可
し
た

が
、
そ
の
雇
用
許
可
期
間
を
さ
ら
に
二

〇
一
二
年
一
二
月
ま
で
延
長
し
た
。
タ

イ
政
府
が
、
締
め
切
っ
た
は
ず
の
新
規

の
移
民
労
働
者
の
登
録
申
請
を
再
び
受

け
付
け
た
り
、
国
籍
証
明
手
続
完
了
期

限
の
延
期
を
繰
り
返
し
た
り
し
て
い
る

の
は
、
タ
イ
に
お
け
る
労
働
力
需
要
が

大
き
く
、
ゆ
え
に
雇
用
サ
イ
ド
で
あ
る

産
業
界
か
ら
の
要
請
が
強
い
た
め
と
い

え
よ
う
。
タ
イ
側
か
ら
は
、
さ
ら
に
二

〇
万
人
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
労
働
者
を
タ

イ
労
働
省
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
労
働
省
に
よ

る
政
府
間
手
続
で
雇
用
し
た
い
と
の
要

請
も
あ
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

　

タ
イ
政
府
の
全
国
一
律
一
日
三
〇
〇

バ
ー
ツ
と
い
う
最
低
賃
金
の
実
施
方
針

は
、
縫
製
業
な
ど
低
技
術
産
業
の
工
場

の
国
境
地
域
へ
の
移
転
を
加
速
さ
せ
て

い
る
。
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
は
、
タ

イ
経
済
が
人
件
費
の
安
さ
を
強
み
と
す

る
労
働
集
約
産
業
か
ら
脱
却
し
、
高
度

技
術
産
業
へ
離
陸
す
る
こ
と
を
促
す
政

策
意
図
が
あ
る
。
し
か
し
低
賃
金
で
働

く
労
働
者
が
集
め
ら
れ
る
の
で
あ
れ

ば
、
労
働
集
約
産
業
は
い
ま
だ
成
り
立

つ
。
最
低
賃
金
三
〇
〇
バ
ー
ツ
（
約
九

米
ド
ル
）
が
実
際
に
支
払
わ
れ
る
の
で

あ
れ
ば
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
労
働
者
が
タ

イ
に
留
ま
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
よ
り

高
く
な
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
日

雇
い
労
働
者
の
最
低
賃
金
は
一
日
五
〇

〇
チ
ャ
ッ
ト
（
約
〇
・
六
四
米
ド
ル
）

に
す
ぎ
な
い
。（
泫
こ
の
七
月
四
日
か

ら
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
会
で
新
・
最
低
賃

金
法
が
審
議
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。）

● 

在
外
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
と
い
う
人

的
資
源
を
い
か
に
活
用
す
る
か

　
「
少
な
く
見
積
も
っ
て
お
よ
そ
三
〇

〇
万
人
の
在
外
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
移
民
労

働
者
が
、
少
な
く
と
も
毎
月
一
〇
〇
ド

ル
送
金
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
年
間
二

五
億
ド
ル
以
上
の
経
済
効
果
を
も
た
ら

す
。」
と
ミ
ン
テ
イ
ン
労
働
副
大
臣
は

語
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
今
後
の
健
全
な

経
済
社
会
発
展
を
考
え
れ
ば
、
在
外

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
か
ら
の
海
外
送
金
の
み

な
ら
ず
、
在
外
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
を
人
的

資
源
と
し
て
い
か
に
活
用
で
き
る
か

が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
の
重
要
な
政
策

課
題
と
な
る
。

　

海
外
か
ら
の
送
金
は
国
内
の
貧
困
削

減
に
資
す
る
と
と
も
に
、
在
外
ミ
ャ
ン

マ
ー
人
が
得
た
技
術
や
ス
キ
ル
は
ミ
ャ

ン
マ
ー
国
内
に
お
け
る
産
業
発
展
に
活

か
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て

ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
に
は
、
労
働
者
の
送

り
出
し
お
よ
び
帰
国
に
関
す
る
包
括
的

で
有
効
な
政
策
が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ

し
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
移
民
労
働
者
が

働
く
国
々
の
政
府
や
企
業
は
、
労
働
者

が
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
な
機
会

を
提
供
す
る
こ
と
、そ
し
て
ミ
ャ
ン
マ
ー

国
内
へ
の
援
助
や
投
資
を
す
る
国
や
企

業
に
は
、
そ
の
援
助
や
投
資
が
ミ
ャ
ン

マ
ー
人
の
ス
キ
ル
や
能
力
の
向
上
に
つ

な
が
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
在
外
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
労
働

者
た
ち
が
労
働
者
と
し
て
の
権
利
保
障

の
重
要
性
を
認
識
し
て
き
た
経
験
は
、

帰
国
し
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
健
全

な
労
使
関
係
の
構
築
、
市
民
社
会
の
建

設
に
重
要
な
役
割
を
は
た
す
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
在
外
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の
相
当

な
割
合
が
少
数
民
族
で
あ
り
、
彼
ら
の

円
滑
な
帰
国
は
、
国
民
和
解
と
い
う
少

数
民
族
問
題
の
解
決
と
密
接
に
関
係
し

て
い
る
。

　

ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
氏
が
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
人
移
民
問
題
を
象
徴
す
る
マ

ハ
ー
チ
ャ
イ
を
訪
れ
、
二
四
年
ぶ
り
の

海
外
演
説
を
か
の
地
の
同
胞
ミ
ャ
ン

マ
ー
人
労
働
者
に
向
け
て
お
こ
な
っ
た

こ
と
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
今
後
民
主
国

家
と
し
て
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
か
ど
う
か
に
と
っ
て
、
在
外
ミ
ャ
ン

マ
ー
人
の
存
在
が
い
か
に
大
き
い
か
を

表
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
や
ま
だ　

み
わ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所　

法
・
制
度
研
究
グ
ル
ー
プ
）
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